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道路、鉄道、上下水道などのインフラは 

私たちの生活に重要な基盤となっています。 

（１）計画全体の方針 

インフラ 

インフラの全国的な問題・・・ 

老 朽 化 

笹子ﾄﾝﾈﾙ天井板落下事故

(2012) 

山手線架線柱倒壊 

(2015) 

・一方、橋梁においては 

全国 70 万橋以上ある橋のうち、平成 30 年

4 月時点で 2900 橋以上（H20 年から 10 年

間で３倍）の橋が通行止めなどの通行規制が強

いられています。このような橋梁は毎年増加し

ています。 

財 政 難 

・老朽化すると 

 事故の発生、使用制限など、生活に影響がでるだけでなく、

命にも関わる重大な問題です。 

◆個別施設計画（橋梁）の目的              
・『個別施設計画（橋梁）』とは、那珂川市が平成 24 年度より実施してい

る「予防保全型」の維持管理を継続し、計画的な費用の縮減と地域道路網

の安全性・信頼性の確保を図ることを目的としています。 

 

 

 

 

老朽化による事故事例 

なぜ通行規制や通行止めの橋梁が 

増えるのか？その原因は・・・ 

「少子高齢化」により、点検や工事

など、改善に必要な費用を確保で

きないことが原因です。 

 インフラは一般的に建設後 50 年を経過す
ると劣化が加速すると言われています。 

１）老朽化対策に関する基本方針 

橋の状態が著しく劣化し、安全性に影響

が生じた後、補修や架替えを行う方法で

あり、補修や架替えに多額の費用を要し

ます。 

従来：事後保全型（H24 以前） 

橋の状態が著しく劣化する前に補修を

行う方法です。事後保全型に比べ費用

が掛からず、橋の寿命も長くなります。

今回：予防保全型（H24 以降）

【 道 路 】 【 鉄 道 】 

【 浄水場 】 【 学 校 】 
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表 1-1 橋の健康状態 

健全性区分 定  義 橋の状態 対象橋梁数 

Ⅰ：健全 道路橋の機能に支障が生じていない状態。 良い 
0 橋 

（0％） 

Ⅱ：予防保全段階 
道路橋の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から措

置を講ずることが望ましい状態。 
 

1 橋 

（100％） 

Ⅲ：早期措置段階 
道路橋の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講ず

べき状態。 
 

0 橋 

（0％） 

Ⅳ：緊急措置段階 
道路橋の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著しく

高く、緊急に措置を講ずるべき状態。 
悪い 0 橋 

◆対象施設『横断歩道橋』                 
・『個別施設計画（橋梁）』の対象施設（横断歩道橋）は、２０２２年時点

で那珂川市が管理する 1 橋が対象となります。 

◆計画期間                        
・『個別施設計画（橋梁）』の計画期間は、令和 5 年度～令和 10 年度の 6

年分について計画を策定します。 

◆対象施設の老朽化の状況                 
・「橋梁定期点検要領 平成 31 年 3 月国土交通省道路局」に基づき、

点検及び横断歩道橋の健全度の診断をした結果、令和 5 年 3 月現在にお

いて、健全度Ⅱが 100％でした。※対象施設は 1 橋 

【岩戸歩道橋】 

(2)



 

 

 

 

  

  

種 類 目 的 頻 度 

日常点検 
道路パトロールで橋の状態を把握
します 

随時 

定期点検 
近接目視で詳細に点検し、損傷状況
の把握と健全性を診断します 

5 年に 1 度 

緊急点検 
地震等の災害で生じた損傷を把握
します 

災害時 

表 1-1 点検種別と点検頻度 

橋の状態をしっかりと管理・把握することは、橋を長持ちさせる結果につな

がります。 

 よって、那珂川市では橋の点検を定期的に行い、橋の状態を確認しています。 

◆点検方法例：橋梁点検には橋梁点検車やリフト車、梯子を使用し点検を行います。 

◆2019～2022 年度で実施した修繕事例 

橋梁点検車 リフト車 梯 子 

【補修前】 【補修後】 

ヤ
ー
コ
ン

那珂川市は令和 4 年度に策定した修繕計画を基に、橋梁の修繕を計画的

に実施していきます。 

(3)



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◆対策の優先順位の考え方・目標              
・『個別施設計画（橋梁）』では、計画的な維持管理を行うため、修繕が必

要と判断された橋は、橋の健全性や社会的影響度等を考慮して優先順位を

設定する必要がありますが、那珂川市が管理する横断歩道橋は 1 橋である

ため、施設別の対策優先順位を設けることができません。 

 そこで、那珂川市ではこの 1 橋について、5 年に 1 回の定期点検結果に

基づく健全性の判定区分がⅡ（予防保全型）になった時点で老朽化に対す

る補修等の対策を講じていきます。 

◆計画期間における老朽化対策の基本的な方針         
・那珂川市では、定期点検結果から得られた橋の損傷状況と劣化進行予測

をもとに、最適な対策工法と適切な対策時期についてシミュレーションを

行い、事業費に要するライフサイクルコスト（ＬＣＣ）の縮減を図りま

す。 

5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅰ

健全性

経過年数

効果検討期間 50年

5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅰ

健全性

経過年数

修繕計画策定時
補修

架替え

予防保全型

事後保全型

◆予防保全型 

損傷が小さいうちに予防保全的な対策を行うため、橋の寿命が

長くなり修繕費用を最小限に抑えられます。 

 

◆事後保全型 

損傷が大きくなってから対策を行うため、工事規模が大きく多

大な費用が発生します。 ヤ
ー
コ
ン

(4)



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）費用の縮減に関する具体的な方針 

◆集約化・撤去、機能縮小等による費用縮減に関する方針  
・那珂川市が管理する横断歩道橋は 1 橋であることから集約化は困難で

あり、また、人口集中地区に位置し、通学路にもなっているため、撤去も

困難です。 

・那珂川市が管理する道路橋を含め、今後 6 年間で 2 橋程度について橋

の統廃合・廃止・機能の変更を行い、点検費用 2％程度のコスト縮減を図

ります。 

（国土交通省ＨＰ抜粋） 

表 1-3 集約・撤去の事業内容 

ヤ
ー
コ
ン

橋の集約化・撤去とは、以下の様なケースのイメージとなります。

 

撤去 

機能の変更 

集約化 

集約化・撤去 

区分 

２-1）集約化・撤去、機能縮小による費用縮減方針 

(5)



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-2）新技術の活用方針 

◆新技術等に活用に関する考え方・取組み・目標       
・那珂川市が管理する橋梁の維持管理においては、管理橋梁数が多く、維

持管理コストの低減が課題です。 

そこで、定期点検・修繕事業の効率化・生産性向上を目的に、民間等が

開発を進める各種新技術等の活用促進を図って行きます。 

新技術の活用にあたっては、『新技術情報提供システム（ＮＥＴＩＳ）』

や『点検支援技術性能カタログ（案）』などを基に、新技術等の活用を検討

し、事業の効率化やコスト縮減を図ります。 

（国土交通省ＨＰ抜粋） 

(6)



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆断面修復工 

有効な新技術 活用促進技術 適用可能 

新技術 工種 道路維持修繕工⇒橋梁補修補強工⇒断面修復工 

新技術に期待する効果 「経済性の向上」「工期の短縮」「品質の向上」「安全性の向上」 

「施工性の向上」「周辺環境への影響抑制」 
２技術 

 

◆ひび割れ注入工 

有効な新技術 活用促進技術 適用可能 

新技術 工種 道路維持修繕工⇒橋梁補修補強工⇒ひび割れ注入工 

新技術に期待する効果 「経済性の向上」「工期の短縮」「品質の向上」「安全性の向上」 

「施工性の向上」「周辺環境への影響抑制」 
1 技術 

 

◆橋梁地覆補修工 

有効な新技術 活用促進技術 適用可能 

新技術 工種 道路維持修繕工⇒橋梁補修補強工⇒橋梁地覆補修工 

新技術に期待する効果 「経済性の向上」「工期の短縮」「品質の向上」「安全性の向上」 

「施工性の向上」「周辺環境への影響抑制」 
１技術 

 

◆支承取替工 

有効な新技術 活用促進技術 適用可能 

新技術 工種 道路維持修繕工⇒橋梁補修補強工⇒支承取替工 

新技術に期待する効果 「経済性の向上」「工期の短縮」「品質の向上」「安全性の向上」 

「施工性の向上」「周辺環境への影響抑制」 
1 技術 

 

◆防食対策工 

有効な新技術 活用促進技術 適用可能 

新技術 工種 道路維持修繕工⇒橋梁補修補強工⇒防食対策工 

新技術に期待する効果 「経済性の向上」「工期の短縮」「品質の向上」「安全性の向上」 

「施工性の向上」「周辺環境への影響抑制」 
6 技術 

 

修繕工事における新技術選定のキーワード 

断面修復に関する新技術の事例 ひび割れ補修に関する新技術の事例 塗装塗り替えに関する新技術の事例 

◆橋梁点検・修繕工事における費用縮減目標         
・那珂川市では、『新技術情報提供システム（NETIS）』に掲載されている

新技術の中で、那珂川市が管理する橋に適用可能な新技術を選定すること

としています。 

今後 6 年間（令和 10 年度）で 5％程度のコスト縮減を目標に努めます。

(7)



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

構造物諸元 

橋梁名 岩戸歩道橋 

路線名称 市道 257 岩戸８０号線 

架設年次 1979 年 

橋長 49.35m 

幅員 1.9m 

所在地 那珂川市片縄４丁目 

橋梁形式 Ｈ形鋼橋（不明） 

社会的影響度 

1、2 級市道 その他市道 

桁下条件 国道 385 号線 

市街地 その他 

ＤＩＤ地区 〇（該当） 

通学路 〇（該当） 

バス路線 〇（該当） 

直近における定期点検結果 Ⅱ（2019 年度点検結果） 

対策内容 2024 年度に点検（監視） 

2025 年度に補修設計（修繕） 

2026 年度に補修工事（塗装＆当て板補強）

（２）個別の構造物ごとの事項 

１）構造物の諸元 

２）直近における点検結果 

(8)



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3）対策の内容 

◆修繕、更新、集約化・撤去、監視などの主な措置内容     
・那珂川市においては、定期点検にて修繕が必要と判断された橋について、

適切な対策を行い、橋の長寿命化と維持管理コストの縮減を図ります。 

 以下に、橋梁の主な修繕対象部材および工種を示します。 

断面修復工  

表面含浸工  

表面被覆工  

表面塗布工

充填工法

ひびわれ注入工

接着工 連続繊維シート接着工

RC-Ⅰ塗装系

RC-Ⅲ塗装系

RC床版

合成床版

プレキャストPC床版

増厚工法 上面増厚工

接着工法 鋼板接着工

原因除去工 床版防水工(塗装含む)

断面補強工 当板補強工

溶接補修工  

HTBによる

溶接による

鋼製支承(反力大)

鋼製支承(反力小)

ゴム支承

鋼製

ゴム製

橋長15m以上(撤去、設置、材料)

橋長15m未満(撤去、設置、材料)

補修工 ゴム補修

橋梁用車両用防護柵

セーフティガードレール

橋梁用車両用防護柵

セーフティガードレール

鋼部材共通 再塗装工

鋼主桁・横桁(腐食)

支承 取替工

伸縮装置
取替工

高欄・防護柵

全取替工

(地覆を含む)

部分取替工

床版

打換工

添接板補修工

コンクリート部材共通

ひびわれ補修工

対象部材 工種 種別

表 2-1 主な修繕対象部材および工種 

(9)



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1 予防保全と事後保全の将来事業費予測（2023 年より 50 年間） 

定期点検結果をもとに、今後 50 年間の事業スケジュールを策定し、コスト縮減効果を『事後保

全型』により計画した場合と『予防保全型』により計画した場合との事業費比較を行いました。 

従来の事後保全では約 1.4 億円の事業費が必要となる結果に対して、予防

保全の事業費は約 0.2 億円となり、コスト縮減効果は約 1.2 億円となりま

す。 

4）対策に係る全体概算事業費 

計画策定担当部署および意見聴取した学識経験者等の専門知識を有する者 

◆計画策定担当部署 

 那珂川市役所 都市整備部 建設課  

  〒811-1224 福岡県那珂川市大字安徳 702-1 

  TEL：092-408-7843（維持・建設担当） 

◆意見聴取した学識経験者等の専門知識を有する者 

 九州工業大学 建設社会工学研究系 
意見聴取会議状況 
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事
業

費
（

百
万

円
)(

税
込

み
)

予防保全と事後保全の将来事業費予測(2023より50年間)

事後保全事業費

予防保全事業費

事後保全累計

予防保全累計

1.4 億円

0.2 億円

億
円
の
コ
ス
ト
縮
減 

1.2 
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